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支
部
組
合
員
の
皆
様
に
は
支
部
運
営
に
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
５
月
の
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
支
部
長
に
選
任
さ

れ
就
任
致
し
ま
し
た
。
歴
史
、
伝
統
の
あ
る
京
橋
支
部
の
支
部
長
に

就
任
し
、
日
々
そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

こ
こ
3
年
余
り
の
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
や
社
会
の
行
動
様
式
は
大
き

く
変
わ
り
、本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
、

我
々
中
小
印
刷
業
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

印
刷
需
要
の
減
少
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
の
停
滞
、
円
安
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
度
重

な
る
用
紙
や
イ
ン
ク
を
は
じ
め
と
し
た
諸
資
材
の
値
上
が
り
な
ど
、

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
通
り
東
印
工
組
の
組
合
員
数
は
１
０
０
０
社
を
割

り
込
み
、
最
大
支
部
で
あ
っ
た
京
橋
支
部
も
現
在
86
社
と
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
印
工
連
、
東
印
工
組
の
事
業
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
は
な
く
、

Ｄ
Ｘ
―
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
、
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
導
入
を
は
じ
め
と
し
、
様
々
な
事

業
に
よ
る
印
刷
産
業
の
構
造
改
善
、
高
付
加
価
値
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
転
換
を
基
本
方
針
と
し
、「
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
」
と
な
る
取
り
組
み
、
施
策
を
計
画
、

支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

支
部
長
　
荒
川
　
治
彦
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支部長就任にあたって

実
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
５
年
２
月
に
は
、
東
印
工
組
滝
澤
理
事

長
よ
り
持
続
可
能
な
組
合
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て「
支
部
再
編
」

を
強
力
に
推
進
す
る
旨
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
重
要
あ
る
い

は
有
益
な
情
報
を
支
部
員
の
皆
様
に
伝
達
、
共
有
す
る
パ
イ
プ
役
と
し
て

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

支
部
員
の
親
睦
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
感
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
行
動
制
限
の
緩
和
も
あ
り
、
昨
年
の
総
会
以
降
は
全
て

の
行
事
が
リ
ア
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
支
部
あ
る
い
は
地
区
の
再

結
束
、
活
性
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

中
央
区
産
業
文
化
展
「
へ
そ
展
」
に
出
展
し
、
京
橋
支
部
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
二
類
か
ら
五
類
へ
の
移
行
も
さ
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
加
速
し
て

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
活
動
、
行
事
が
行
え
る
よ
う
、
執
行
部
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
京
橋
支
部
創
立
１
０
０
周
年
の
年
で
す
。
小
宮
山
顧
問

を
実
行
委
員
長
に
、
昨
年
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
守
・
破
・

離
　
─
京
橋
の
新
た
な
る
感
動
と
創
造
へ
の
挑
戦
─
」
に
決
定
致
し
ま
し

た
（
詳
細
説
明
は
下
段
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

式
典
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
記
念
誌
の
発
行
は
、
令
和
６
年
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
も
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。「
さ
す
が
京
橋
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
、
素
晴
ら
し
い
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
何
卒
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
の
時
に
支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
支
部
再
編
と
い
う
非
常
に
重
要
な
タ
ス
ク
も
仰
せ
つ
か
り
、
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

「
守
・
破
・
離
　

─
京
橋
の
新
た
な
る
感
動
と
創
造
へ
の
挑
戦
─
」

私
た
ち
は
、
近
代
印
刷
発
祥
の
地
と
し
て
、
ま
た
先
人
の
方
々
か
ら
の

教
え
、
技
を
学
び
基
本
の
型
を
身
に
つ
け
守
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
時
代
の
潮
流
に
合
わ
せ
て
基
本
の
型
を
破
り
、
取
り
巻

く
環
境
の
様
々
な
変
化
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
１
０
０
年
に
わ
た
り
近
代
印
刷
文
化
の
伝
統
を
守
り
、
印
刷

技
術
の
進
化
、
印
刷
産
業
の
業
態
変
革
に
対
応
し
な
が
ら
破
っ
て
き
た
既

存
の
型
か
ら
離
れ
て
、
今
、
創
造
力
を
発
揮
し
て
独
自
性
を
極
め
、
新

し
い
道
を
切
り
開
い
て
い
く
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

先
人
の
叡
智
「
守
・
破
・
離
」
は
、
現
代
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く

羅
針
盤
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
紡
い
で
こ
ら
れ
た
先

人
の
方
々
の
思
い
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
も
、
京
橋
支
部
員
一
丸

と
な
っ
て
印
刷
の
道
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
か
ら
新
た
な
感
動
と
創
造
へ
の
挑
戦
が
は
じ
ま
り
ま
す
！
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＊
さ
て
、
こ
の
欄
の
記
事
と
写
真
は
、
１
９
６
０
年
以
来
日
本
橋
で
編
集

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
続
け
て
き
て
本
会
と
は
特
に
縁
が
深
い
私

：

原
田

啓
治
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
す
。「
大
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
の

業
界
を
俯
瞰
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
依
頼
を
受
け
て
、
お
こ
が
ま
し

く
も
お
受
け
し
た
も
の
で
す
。
従
っ
て
誤
っ
た
見
方
、
理
解
不
足
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

《
支
部
の
動
き

：

３
大
変
革
》

◉
京
橋
支
部
新
人
事

☞
今
年
は
２
年
毎
の
役
員
交
代
期
で
し
た
。新
執
行
部
は
次
の
通
り
で

す
。支

部

長	

荒
川
　
治
彦
（
誠
文
社
印
刷
㈱
）

副
支
部
長	

吉
田
　
太
郎
（
㈲
吉
田
印
刷
所
）

副
支
部
長	

永
井
　
　
博
（
永
井
印
刷
工
業
㈱
）

副
支
部
長	

宇
野
　
一
平
（
宇
野
印
刷
㈱
）

副
支
部
長	

榎
本
　
哲
郎
（
エ
ク
セ
ル
ア
ー
ト
㈱
）

副
支
部
長	

小
澤
　
　
潤
（
大
日
本
ピ
ー
ア
ー
ル
㈱
）

副
支
部
長	

毎
原
　
　
亮
（
㈱
マ
イ
ハ
ラ
）

副
支
部
長	

増
田
　
光
辰
（
㈱
長
正
社
）

特
命
担
当	

田
畠
　
義
之
（
㈱
久
栄
社
）

監
　
　
　
査	

森
山
　
照
明
（
㈱
森
山
印
刷
）

監
　
　
　
査	

金
山
　
智
一
（
金
山
印
刷
㈱
）

京
青
会
会
長	

松
川
　
信
一
（
松
川
印
刷
㈱
）

令和４年通常総会
2022.5.19

《
京
橋
支
部
の
令
和
４
年
通
常
総
会
》

京
橋
支
部
の
令
和
４
年
通
常
総
会
が
、
５
月
19
日
、
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・

マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
全
議
案
が
滞
り
無
く
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
６
波
７
波
と
波
状
を
描
い
て
３

年
も
続
き
、そ
の
間
ほ
と
ん
ど
の
会
合
が
中
止
ま
た
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
令
和
３
年
の
総
会
は
支
部
員
だ
け
で
日
本
印
刷
会
館
で
の
開
催
。

し
か
し
今
回
は
多
数
の
来

賓
を
迎
え
約
80
人
が
一
堂

に
集
う
、
本
当
に
久
し
振

り
の
伝
統
的
な
集
い
で
、

懇
親
会
で
は
大
き
な
円
形

テ
ー
ブ
ル
十
数
卓
が
広
間

を
埋
め
、
ホ
テ
ル
の
コ
ー

ス
料
理
が
提
供
さ
れ
た
の

は
、少
し
感
動
的
で
し
た
。

ま
た
「
マ
ス
ク
・
消
毒
・

パ
ネ
ル
越
し
の
会
話
」と
、

行
き
届
い
た
感
染
対
策
が

施
さ
れ
て
い
て
、
設
営
担

当
者
の
ご
苦
労
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

３
年
振
り
、一
堂
に
会
し
て
の
懇
親
！
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令和４年通常総会
2022.5.19

◉
傘
下
の
９
地
区
が
以
下
の
4
地
区
に
再
編
さ
れ
活
性
化
が
図
ら
れ
、（
令

和
２
～
３
年
）
▼
京
橋
・
銀
座
地
区
　
▼
新
富
・
築
地
・
入
船
地
区
　

▼
湊
・
八
丁
堀
地
区
　
▼
新
川
・
月
島
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

☞
印
刷
需
要
の
減
少
と
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
加
わ
り
、
企

業
の
継
続
が
困
難
で
転
・
廃
業
す
る
会
員
が
後
を
絶
た
な
い
た
め
で
す

が
、
貴
重
な
事
業
資
産
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
引
き
続
き
Ｍ
＆
Ａ

（
合
併
・
買
収
）
を
支
援
し
同
時
に
「
未
来
に
展
望
を
も
つ
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
人
材
の
育
成
」
に
努
め
て
い
く
、
と
し
て
い
ま
す
。

◉
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
概
念
）
の
導
入
で
「
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
」
に
変
わ
っ
て
い
こ
う
！
」
と
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
東
京
印
刷
工
業
組
合
本
部
方
針
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

☞
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
の
活
用
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
の
質
を
高
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
今
す
で
に

い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
業
種
の
壁
を
超
え
て
、
顧
客
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ

に
価
値
を
創
出
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

田
畠
前
支
部
長
は
退
任
挨
拶
の
中
で
、「
中
小
印
刷
会
社
に
お
い
て
、

単
な
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
超
え
て
Ｄ
Ｘ
の
実
装
を
狙
え
る
流
れ
を
作
っ
て

い
き
た
い
…
」
と
説
い
て
い
た
の
が
、
印
象
的
で
し
た
。
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執
行
部
新
体
制
で
の
初
め
て
の
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会
を
令
和
４

年
７
月
12
日
、「
銀
座
ら
ん
月
」
に
お
い
て
、
18
名
の
出
席
で
開
催
致
し
ま

し
た
。

小
澤
副
支
部
長
の
進
行
で
、
は
じ
め
に
荒
川
支
部
長
よ
り
挨
拶
と
報
告

が
あ
り
、田
畠
一
禰
顧
問
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

食
事
も
先
付
、
椀
物
、
お
造
り
、
煮
物
、
揚
物
、
す
き
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、

讃
岐
う
ど
ん
、
甘
味
と
大
変
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た

方
も
含
め
、
皆
様
和
や
か
に
歓
談
を
し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

森
山
照
明
顧
問
の
中
締

め
の
挨
拶
と
三
本
締
め
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

第 1回顧問・相談役・参与の会
2022.7.12
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中
島
印
刷
株
式
会
社　

中
島
太
樹

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
７
月
26
日
㈫
令
和
４
年
度
拡
大
幹
事
会
が
23
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
大
手
町
パ
レ
ス
ビ
ル
内
、
そ
ば
会
席
『
い
な
た
や
』
で
す
。
鳥

取
の
老
舗
、
稲
田
屋
本
店
の
直
営
店
で
す
。
季
節
の
か
き
揚
げ
が
お
い
し

い
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
す
。

吉
田
副
支
部
長
の
進
行
で
、
荒
川
支
部
長
の
挨
拶
、
森
山
監
査
の
乾
杯

で
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
拡
大
幹
事
会
、
皆

さ
ん
楽
し
く
過
ご
し
会
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
途
中
恒
例
の
『
支
部
長

対
抗
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
』
が
行

わ
れ
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た

1
人
が
景
品
を
獲
得
し
ま
し

た
。
そ
の
勝
者
は
不
肖
私
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
和
や
か
に
懇
談
も
で

き
、
リ
ア
ル
開
催
の
必
要
性
も

感
じ
な
が
ら
、
最
後
は
田
畠
特

命
担
当
の
中
締
め
で
、
会
は
無

事
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
拡
大
幹
事
会

7 月拡大幹事会
2022.7.26
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「
２
０
２
２
京
橋
オ
ー
プ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

2022 京橋オープン
2022.10.15

京
橋
支
部
支
部
員
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
秋
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
「
京
橋
オ
ー
プ
ン
」
が
今
年
も
10
月
15
日
に
茨
城
県

稲
敷
市
に
あ
る
「
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
荒
川
支
部
長
は
じ
め
支
部
員
15
名
と
ゲ
ス
ト
と
し
て
日
本
橋

支
部
の
中
庭
印
刷
㈱
の
中
庭
さ
ん
（
女
性
）
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
気
候
の
変
動
が
激
し
く
天
気
予
報
も
毎
日
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
時
期
で
あ
り
、
当
日
も
早
朝
は
小
雨
が
落
ち
て
お
り

ま
し
た
が
、
支
部
長
の
熱
い
願
い
も
叶
い
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
雨
も
止

み
、
時
々
日
差
し
の
あ
る
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
皆
さ
ん
和
気
藹
々

と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
り
ま
し
た
「
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
は
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）
に
開
場
し
50
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
す
。

プ
ロ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
日
本
プ
ロ
シ
ニ
ア
選
手
権
・
日
米
女

子
プ
ロ
対
抗
戦
・
東
鳩
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
な
ど
の
公
式
戦
が
開
催
さ

れ
た
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
整
備
ま
た
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
の
従
業
員
の
対
応
も

き
ち
ん
と
行
き
届
い
た
本
格
的

な
コ
ー
ス
で
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
第
７
波
が

収
束
に
向
か
っ
て
い
る
な
か

で
、
プ
レ
ー
終
了
後
は
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
て
軽
食
を
摂
り
な
が
ら
仕
事
の

こ
と
ゴ
ル
フ
の
こ
と
な
ど
諸
々
懇
談
し
成
績
発
表
も
行
い
ま
し
た
。
大
会

は
「
新
ぺ
リ
ア
方
式
」
に
て
各
自
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
計
算
し
、
幹
事

さ
ん
が
全
員
に
賞
品
が
渡
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
下
に
成
績
の
一
部
を
記
し
て
お
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝　

新
井
修
次
（
研
友
社
印
刷
㈱
）

46
・
41　

グ
ロ
ス
87　

ハ
ン
デ
13.2　

ネ
ッ
ト
73.8

準
優
勝　

植
草
敏
生
（
千
葉
共
同
印
刷
㈱
）

42
・
49　

グ
ロ
ス
91　

ハ
ン
デ
14.4　

ネ
ッ
ト
76.6

三　

位　

吉
田
太
郎
（
㈲
吉
田
印
刷
所
）

62
・
52　

グ
ロ
ス
114　

ハ
ン
デ
36.0　

ネ
ッ
ト
78.0

以
上

（
文
責　

新
井
修
次
）
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秋
晴
れ
の
10
月
４
日
㈫
明
治
記
念
館
に
て
第
54
回
「
敬
老
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
ぶ
り

の
開
催
に
な
り
、
長
寿
者
43
名
（
対
象
者
２
８
３
名
）、
来
賓
・
役
員
・
付

き
添
い
等
47
名
、
計
90
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
11
時
か
ら
参
拝
（
儀
式

殿
）、
参
拝
終
了
後
に
庭
園
で
集
合
記
念
撮
影
、
そ
の
後
、
京
橋
支
部
の
記

念
撮
影
も
あ
り
ま
し
た
。

12
時
か
ら
曙
の
間
に
移
り
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
滝
澤
理
事

長
の
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
長
寿
者
代
表
と
し
て
瀬
田
安
弘
様
が
挨
拶
を
さ

れ
、
満
77
歳
、
78
歳
、
79
歳
の
出
席
長
寿
者
５
名
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

白
橋
副
理
事
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
京

橋
支
部
か
ら
は
長
寿
者
、
水
野　

雅
生
・
小
澤　

勤
様
２
名
出
席
（
対
象

者
20
名
）、
本
部
役
員
の
白
橋
副
理
事
長
、
田
畠
常
務
理
事
、
荒
川
支
部
長
、

榎
本
副
支
部
長
、
赤
荻
事
務
局
が
出
席
を
致
し
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
向
島
芸
者
（
5
名
）
の
余
興
が
あ
り
、
和
や
か
に
祝
賀
会
は

進
み
、
最
後
に
浜
田
組
織
共
済
委
員
長
か
ら
、
来
年
は
今
ご
出
席
の
皆
様

は
じ
め
長
寿
対
象
者
の
方
々
が
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
と
の
お

願
い
と
挨
拶
が
あ
り
、
三
本
締
め
で
閉
会
致
し
ま
し
た
。

第
54
回
「
敬
老
の
集
い
」

第 54回「敬老の集い」
2022.10.4
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第 54回「敬老の集い」
2022.10.4
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２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
や
む
な

く
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
の
11
月
13
日
㈰
に
は
、
中
央
区
長　

山
本
泰
人
氏
、
中
央
区
産
業

文
化
展
第
21
回
実
行
委
員
長　

森
山
照
明
氏
に
よ
る
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
華
々
し
く
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
回
は
、「
人
と
街
が
新
化
し
、
産
業
・
技
術
の
進
化
が
生
ま
れ
る
」

を
テ
ー
マ
に
区
内
の
産
業
・
文
化
に
係
わ
る
各
団
体
・
企
業
が
出
展
し
、

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

京
橋
支
部
ブ
ー
ス
で
は
、
京

は
し
満
津
金
（
㈱
金
陽
社
印
刷

所
）・
大
日
本
ピ
ー
ア
ー
ル
㈱
・

銅
版
印
刷
㈱
の
３
社
が
展
示
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
各

団
体
・
企
業
に
よ
る
展
示
販
売
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
が
少

し
戻
っ
た
様
な
賑
や
か
さ
で
し

た
。

２
０
２
２
年
11
月
13
日
㈰
～
15
日
㈫
３
日
間

第
21
回
中
央
区
産
業
文
化
展
（
へ
そ
展
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

第 21回中央区産業文化展（へそ展）
2022.11.13 〜 15
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泉　

直
人

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
幕
し
、
日
本
が
ド
イ
ツ
に
勝
っ
た
、

コ
ス
タ
リ
カ
に
負
け
た
と
大
騒
ぎ
の
11
月
29
日
㈫
、
毎
原
副
支
部
長
が
幹

事
を
務
め
、
八
丁
堀
に
あ
る
「
天
と
よ
」
さ
ん
で
、
拡
大
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
荒
川
支
部
長
か
ら
、「
支
部
の
様
々
な
行
事
へ
の
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。
ま
た
、
来
年
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
京
橋
支
部
行
事
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
増
田
副
支
部

長
か
ら
は
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
「
守
・
破
・
離　

―
京

橋
の
新
た
な
る
感
動
と
創
造
へ

の
挑
戦
―
」
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

懇
親
は
、
金
山
監
査
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し

た
。
先
輩
方
の
楽
し
い
お
話（
こ

こ
で
は
書
け
ま
せ
ん
）
や
、
恒

例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
暫
し

コ
ロ
ナ
を
忘
れ
て
楽
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

中
締
め
は
、
１
０
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
長
に
就
任
さ

れ
た
小
宮
山
顧
問
で
す
。「
記

念
事
業
を
盛
大
に
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
三
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

11
月
拡
大
幹
事
会

11 月拡大幹事会
2022.11.29
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銀
座
東
武
ホ
テ
ル
個
室
に
て
17
時
よ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
初
17
名
の
出
席
で
し
た
が
、
荒
川
支
部
長
他
4
名
の
方
が
体
調
不
良

の
た
め
当
日
５
名
の
方
が
欠
席
に
な
り
12
名
出
席
で
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
。宇

野
副
支
部
長
が
支
部
長
挨
拶
を
代
読
し
、
京
橋
支
部
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
「
守
・
破
・
離
」
の
説
明
を
増
田
副
支
部
長
が

行
い
ま
し
た
。
ご
挨
拶
・
乾
杯
の
ご
発
声
を
水
野
顧
問
に
し
て
い
た
だ
き
、

懇
談
を
し
な
が
ら
楽
し
く
会
食

を
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
ホ
テ
ル
の
利
用
と

い
う
こ
と
も
あ
り
食
事
は
洋
食

コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
食
後
出
席
者
全

員
で
集
合
写
真
を
撮
り
、
中
締

め
を
森
山
顧
問
に
し
て
い
た
だ

き
閉
会
致
し
ま
し
た
。

第
2
回
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

第 2回顧問・相談役・参与の会
2022.12.5



13

東
京
都
印
刷
工
業
組
合「
新
春
の
集
い
」開
催

東京都印刷工業組合「新春の集い」開催
2023.1.10

1
月
10
日
㈫
に
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
「
新
春
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
、
東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
、
東

京
都
印
刷
産
業
議
員
連
盟
所
属
の
都
議
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
員
、
組
合
員
等
４
０
５
名
に
よ
る
新
年
会
と
な
り

ま
し
た
。
京
橋
支
部
か
ら
は
24
名
参
加
し
ま
し
た
。

滝
澤
理
事
長
の
年
頭
の
挨
拶
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化
と
と
も
に
組
合

員
数
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
最
も
組
合
員
数
の
多
か
っ
た
昭
和
45
年

に
は
３
，１
４
４
社
を
数
え
て
い
た
東
印
工
組
は
、
昨
年
１
，０
０
０
社
を

切
り
、
直
近
で
は
９
４
６
社
の
組
合
員
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
、
活
動
が
で
き
な
い
支
部
が

で
て
き
て
い
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。

昨
年
3
月
に
行
わ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
執
行
部
に
対

し
、
組
合
員
減
少
と
今
後
の
組

合
組
織
維
持
へ
の
問
題
提
起

を
受
け
、
組
織
運
営
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

「
持
続
可
能
な
組
合
と
す
る
た

め
の
支
部
再
編
を
含
め
た
組

織
運
営
体
制
の
検
討
」
並
び
に

「
組
合
事
業
を
効
果
的
に
組
合

員
の
皆
様
に
浸
透
さ
せ
る
方
策
」
の
2
点
に
つ
い
て
諮
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
池
東
京
都
知
事
、
三
宅
東
京
都
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
壇
上
に
て
当
日
参
加
し
た
令
和
4
年
の
新
加
入
組
合
員
8
社
の
紹

介
を
行
っ
た
後
、
白
橋
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
開
宴
と
な
り
ま

し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の
お
囃
子
会
に
よ
る
「
お
囃
子
と
獅
子

舞
」
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
最
後
に
、

組
織
共
済
委
員
会
の
浜
田
委
員
長
の
音
頭
に
よ
り
、
力
強
い
三
本
締
め
を

行
い
閉
会
し
ま
し
た
。
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新
春
の
つ
ど
い

京橋支部　新春のつどい
2023.1.30

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
京
橋
支
部
は
、
令
和
5
年
1
月
30
日
㈪
、
コ
ー

ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
に
て
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
、
3
年
ぶ
り
の
祝
賀
の
会
に
90
名
が
集
い
ま
し
た
。

荒
川
治
彦
支
部
長
か
ら
の
年
頭
の
挨
拶
で
は
、「
今
年
、
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
京
橋
支
部
は
、
そ
の
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
昨
年
、
小
宮
山

貴
史
顧
問
を
委
員
長
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。記
念
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「『
守
・
破
・
離
』
─
京
橋
支
部
の
新
た
な
る
感
動
と
創
造
へ
の
挑
戦
」
で

す
。
私
た
ち
は
、
近
代
印
刷
発
祥
の
地
と
い
う
矜
持
を
持
ち
、
先
人
か
ら

の
教
え
、
技
を
学
び
、
基
本
の
型
を
「
守
」
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

時
代
の
潮
流
に
あ
わ
せ
て
基
本
の
型
を
「
破
」
り
、
印
刷
技
術
の
進
歩
、

印
刷
産
業
の
業
態
変
革
に
対
応
し
な
が
ら
既
存
の
型
か
ら
「
離
」
れ
、今
、

創
造
力
を
発
揮
し
て
独
自
性
を

極
め
て
新
た
な
道
を
切
り
拓
い

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
先
人
の
叡
智「
守
・
破
・
離
」

は
、
現
代
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
く
羅
針
盤
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
紡

い
で
こ
ら
れ
た
先
人
の
方
々
の

思
い
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
に
も
、
京
橋
支
部
員
一
丸
と

な
っ
て
印
刷
の
道
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ

し
ゅ

は

り

し
ゅ

は

り

1
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京橋支部　新春のつどい
2023.1.30

ら
れ
、
心
に
響
く
も
の
で
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
山
本
泰
人
区
長
、
森
山
照
明
中
央
区
工
業
団
体
連
合

会
会
長
、
辻
清
人
衆
議
院
議
員
、
関
連
会
社
代
表
の
河
合
久
仁
浩
富
士
フ

イ
ル
ム
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
専
務
執
行
役
員
の
祝

辞
の
あ
と
、
松
岡
誠
一
郎
顧
問
の
発
声
で
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。
祝
宴
で

は
、
新
加
入
組
合
員
の
2
社
の
紹
介
と
と
も
に
京
青
会
に
よ
る
福
引
で
歓

声
が
あ
が
り
、
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で
「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
盛
会
裏

に
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
京
橋
支
部
の
新
た
な
感
動
と
創
造
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま

す
！
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令
和
４
年
度
京
青
会　

通
常
総
会
・
懇
親
会

令和４年度京青会　通常総会・懇親会
2022.4.19

特
に
今
年
度
の
通
常
総
会
で
は
、
松
川
会
長
が
主
導
で
会
員
の
増
員
を

は
か
る
為
、
入
会
規
定
を
一
部
改
変
し
て
会
長
自
身
で
数
人
の
入
会
希
望

者
を
募
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
起
因
と
し
て
京
青
会
が
新
た
に
躍

動
す
る
こ
と
を
感
じ
た
総
会
で
あ
り
懇
親
会
で
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
京
橋
モ
ル
チ
ェ
で
行
い
ま
し
た
。
本
当
に

久
し
ぶ
り
に
会
員
皆
で
の
食
事
と
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
入
会
希
望
者
達

も
総
会
か
ら
懇
親
会
ま
で
参
加
し
各
自
の
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
聞
け
て
終

了
時
間
が
迫
る
ま
で
話
、
他
の
会
員
と
の
懇
親
が
で
き
ず
残
念
な
気
持
ち

で
懇
親
会
は
終
了
の
時
間
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
含
め
参
加
者

全
員
が
会
話
に
飢
え
て
い
た
の
か
日
常
で
の
ガ
ス
抜
き
を
会
話
で
解
消
し

た
い
の
か
、
終
了
時
間
ま
で
話
は
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

令
和
４
年
４
月
19
日
に
京
青
会
の
通
常
総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。総

会
の
会
場
は
京
華
ス
ク
エ
ア
の
第
二
会
議
室
で
、
懇
親
会
は
京
橋
モ

ル
チ
ェ
で
行
い
参
加
者
は
総
勢
19
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
初
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
て
2
月
半
ば
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
3
月

下
旬
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
蔓
延
防
止
に
よ
り

リ
ア
ル
で
の
開
催
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
感
染
者
の
減
少
と

蔓
延
防
止
措
置
の
解
除
が
あ
り
無
事
に
開
催
が
で
き
る
運
び
と
な
り
年
度

初
め
と
し
て
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し

て
か
ら
の
令
和
２
・
３
年

度
の
行
事
・
定
例
会
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
で
運
営
は
問

題
な
く
進
行
で
き
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
と
戸
惑
い

ま
し
た
が
徐
々
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
リ

ア
ル
開
催
を
基
本
と
し
な

が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
経

験
も
活
か
し
つ
つ
行
事
・

定
例
会
を
運
営
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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▽
令
和
４
年

４
月
７
日
㈭　

本
部
支
部
長
候
補
者
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

４
月
14
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

４
月
19
日
㈫　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

４
月
19
日
㈫　

京
青
会
通
常
総
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
11
日
㈬　

第
１
回
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン

チ
セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
12
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
13
日
㈮　

本
部
「
総
代
会
」

於
・
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪

５
月
19
日
㈭　

令
和
４
年
通
常
総
会
次
第

於
・
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ

テ
ル

司
会　

小
澤
副
支
部
長

１
、
開
会
の
こ
と
ば
・
物
故
者
黙
祷

２
、
挨　
　

拶�

田
畠
支
部
長

３
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
出

４
、
議　
　

事

　
　

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
報
告

支
部
の
動
き

恒
本
副
支
部
長

　
　

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

永
井
副
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
会
計
監
査
報
告

森
山
・
金
山
監
査

　
　

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

榎
本
副
支
部
長

　
　

第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
予
算
（
案
）

永
井
副
支
部
長

　
　

第
５
号
議
案　

次
期
役
員
の
承
認

選
考
委
員
会　

田
畠
一
彌
委
員
長

５
、
新
支
部
長
挨
拶

６
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
解
任

７
、
来
賓
紹
介

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長

白
橋　

明
夫
様

衆
議
院
議
員�

辻　
　

清
人
様

中
央
区
長�

山
本　

泰
人
様

中
央
区
議
会
議
長�

木
村　

克
一
様

中
央
区
区
民
部
部
長�

濱
田　
　

徹
様

中
央
区
区
民
部
商
工
観
光
課
課
長

田
部
井　

久
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

森
山　

照
明
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
事
務
局
長斎

藤　

裕
文
様

東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
事
務
局
長

和
泉　

純
治
様

東
京
都
製
本
工
業
組
合
京
橋
支
部
支
部
長

佐
立　

哲
彦
様

８
、
来
賓
挨
拶

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長

白
橋　

明
夫
様

中
央
区
長�

山
本　

泰
人
様

９
、
閉
会
の
こ
と
ば�

小
澤
副
支
部
長

------------------------------------------------------------------

懇
親
会
次
第
（
19
時
開
宴
）

進
行　

宇
野
副
支
部
長

１
、
新
支
部
長
挨
拶�

荒
川
支
部
長

２
、
新
役
員
紹
介

３
、
来
賓
代
表
挨
拶

衆
議
院
議
員�

辻　
　

清
人
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

森
山　

照
明
様

４
、
関
連
会
社
紹
介

５
、
関
連
会
社
代
表
挨
拶

　
　

㈱
山
櫻　

代
表
取
締
役
社
長�

市
瀬　

豊
和
様

６
、
乾　
　

杯

　
　

京
橋
支
部
顧
問�

小
宮
山　

貴
史
様

―
―　

歓　
　

談　

―
―

７
、
京
青
会
紹
介

８
、
中　
　

締

　
　

京
橋
支
部
顧
問�

松
岡　

誠
一
郎
様

９
、
閉
会
の
挨
拶�

宇
野
副
支
部
長

６
月
３
日
㈮　

本
部
支
部
長
会

於
・
熱
海　

貫
一

６
月
６
日
㈪　

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会「
定
時
総
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

６
月
９
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

支部の動き
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の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

６
月
21
日
㈫　

京
青
会
研
修
会

於
・
㈱
山
櫻　

会
議
室

６
月
22
日
㈬　

第
２
回
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン

チ
セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

７
月
７
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

７
月
12
日
㈫　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

於
・
銀
座
ら
ん
月

７
月
13
日
㈬
△
第
３
回
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン

チ
セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

７
月
26
日
㈫　

拡
大
幹
事
会

於
・
い
な
た
や　

パ
レ
ス
ビ
ル
店

９
月
１
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

９
月
８
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

９
月
14
日
㈬　

第
４
回
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン

チ
セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

10
月
４
日
㈫　

本
部
第
54
回
「
敬
老
の
集
い
」

於
・
明
治
記
念
館

10
月
６
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

10
月
13
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

10
月
15
日
㈯　

京
橋
オ
ー
プ
ン

於
・
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

10
月
19
日
㈬　

第
５
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
４
日
㈮　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

11
月
10
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
13
～
15
日
㈫　

第
21
回
中
央
区
産
業
文
化
展
（
へ

そ
展
）

於
・
晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア

11
月
16
日
㈬　

第
６
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
29
日
㈫　

京
橋
支
部
「
拡
大
幹
事
会
」

於
・
浅
草
割
烹　

天
と
よ
八
丁
堀
店

12
月
１
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

12
月
５
日
㈪　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

於
・
銀
座
東
武
ホ
テ
ル

12
月
14
日
㈬　

第
７
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
３
階

▽
令
和
５
年

１
月
10
日
㈫　

本
部
「
新
春
の
集
い
」

於
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京

１
月
12
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

１
月
13
日
㈮　

工
団
連
「
新
年
初
顔
合
せ
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

１
月
18
日
㈬　

第
８
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

１
月
30
日
㈪　

京
橋
支
部
令
和
５
年「
新
春
の
つ
ど
い
」

於
・
銀
座
東
武
ホ
テ
ル

司
会　

副
支
部
長　

増
田　

光
辰

◦
開
会
の
こ
と
ば�

副
支
部
長　

吉
田　

太
郎

◦
年
頭
挨
拶�

支
部
長　

荒
川　

治
彦

◦
来
賓
紹
介

◦
来
賓
祝
辞

中
央
区
長�

山
本　

泰
人
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長　

森
山　

照
明
様

衆
議
院
議
員�

辻　
　

清
人
様

◦
関
連
会
社
代
表
祝
辞

富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
ズ
㈱

専
務
執
行
役
員　

河
合　

久
仁
浩
様

◦
祝
賀
会
・
開
宴

◦
乾　

杯
京
橋
支
部　

顧
問　
　
　
　
　

松
岡　

誠
一
郎
様

◦
福　

引
京
青
会

◦
中
締
め

京
橋
支
部　

顧
問　
　
　
　
　

小
宮
山　

貴
史
様

◦
閉　

会

支部の動き
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２
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

２
月
９
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
15
日
㈬　

第
９
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
17
日
㈮　

中
央
区
中
小
企
業
工
業
関
係
者
表
彰
式

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

２
月
20
日
㈪　

東
京
地
区
印
刷
協
議
会
・
各
委
員
会

於
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

３
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

３
月
８
日
㈬　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
15
日
㈬　

第
10
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
３
階

３
月
16
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

慶
　
弔
　
報
　
告

弔
事

　

・
京
橋
・
銀
座
地
区

　
　

㈱
恒
本
紙
工
所

　
　
　

恒
本　

平
会
長　

ご
尊
父　

恒
本　

光
一
殿　
　

10
月

支
部
員
の
異
動

○
代
表
者
変
更

　

・
京
橋
・
銀
座
地
区

　
　

オ
ノ
デ
ラ
印
刷�

小
野
寺　

史
彦
殿　

８
月

　

・
新
富
・
築
地
・
入
船
地
区

　
　

永
井
印
刷
工
業
㈱�

妻
鹿　

吉
晃
殿　

９
月

○
新
加
入

　

・
京
橋
・
銀
座
地
区

　
　

㈱
山
櫻�

８
月

　

・
新
川
・
月
島
地
区

　
　

㈱
光
陽
社�

10
月

○
社
名
変
更

　

・
新
富
・
築
地
・
入
船
地
区

　
　

ナ
ガ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱　

3
月

　
　
（
旧　

永
井
印
刷
工
業
㈱
）

●
脱
退

　

・
湊
・
八
丁
堀
地
区

　
　

文
行
堂
印
刷
㈱�

４
月

　

・
京
橋
・
銀
座
地
区

　
　

㈱
テ
ィ
ー
シ
ィ
企
画�

７
月

支部の動き




